
□ 建設業も2024年4月から罰則付きで時間外上限（720時間）が法律に適用されます

引用 ： 厚生労働省「時間外労働の上限規制 わかりやすい解説」

時間外労働が年720時間以内

時間外労働と休日労働の合計が月100時間未満※

時間外労働と休日労働の合計について、
「２～６か月平均」が全て１月当たり80時間以内※

時間外労働が月45時間を超えることができるの
は、年６か月が限度

面倒な確認作業も専用メニューや警告設定で
「簡単」、「モレなし」なので、とても効率的！

建設業のお客様向け

▼建設業のお客様、準備は万全ですか？

□ ブラウザから標準機能としてご利用可能 □ 働き方改革関連法にも対応済み！

年5日有休取得 勤務間インターバル時間外上限

法改正時もシステムが自動対応するので安心です。

▼選ばれる理由があります！ 【かんたん・高機能】

専用アプリ不要

スマホにも対応

各種グラフ表示

「ダッシュボード」
に情報を集約

「タイムログDX」は、2005年発売の「ADVANCE勤怠クラウド」をリニューアルしたシステムです。

長年にわたり多くのお客様にご利用いただく中、働き方の多様化や法改正など、

働く人を取り巻く環境は変化してきました。

これまでの知識と経験を集約し、今まで以上に使いやすく、柔軟で、拡張性のあるシステムへと

進化したタイムログDXで、お客様の就業管理をサポートします。

※「災害の復旧・復興の事業」においては適用されません。
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セキショウ タイムログDX

▼ほかにもこんな機能がお役に立ちます

□ みなし勤務機能

「打刻ができない現場」などへの直行直帰時の際、
みなし勤務のシフトを登録すると自動的に所定の
出勤・退勤打刻が反映される機能です。

標準機能 □ 打刻位置情報の活用強化 標準機能

内では打刻可能、

外では打刻不可能、

など細かい制御設定が可能に！！

打刻場所登録の際に緯度・経度情報も登録できます。
この座標情報と打刻端末の位置情報に乖離がある場合、
打刻の動作を制御する機能です。

□ 工数管理機能

日々の就業時間の内訳を日報形式でプロジェクトに紐づけ、集計できる機能です。
従業員別実績グラフや簡易な原価比較表示も可能です。

オプション

□ 変形労働制・フレックスタイム制への対応

変形労働制・フレックスタイム制にも柔軟に対応し、多様な働き方の実現を
サポートします。

標準機能

年変形・フレックス労働者の期中異動や
退職時の再計算もボタン1つで簡単です。

コアタイム有り

▼価格とサポートについて

◎初期登録費用：100,000円
◎導入支援費用：別途積算
◎その他：ハードウェア、設定費用等

□ 初期費用

□ 月額費用

◎月額利用料： 300円/ID～
◎機能オプションをご利用の場合、
別途費用が加算されます

□ サポートデスク 対応時間・内容

原価把握も可能簡単に工数入力

現場から
スマホで
日報を入力

■月～金 ９：３０ ～ １６：３０
（土日祝祭日、弊社休業日を除く）

※電話・ＦＡＸ・電子メールでの対応となります。

✔ タイムログＤＸの操作や設定に関するＱＡ対応
✔ 法改正に対応する改修、各種機能のバージョンアップ
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